
日
野
市
環
境
緑
化
協
会

日
野
市
環
境
緑
化
協
会

　
　
だ
け
が
継
承
し
て
い
る

　
　
だ
け
が
継
承
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
菊
の
貴
重
品
種

　
　
　
　
　
　
菊
の
貴
重
品
種

白
多
摩

白
多
摩

　
黄
多
摩

　
黄
多
摩

品
種
の
説
明
は
８
ペ
ー
ジ
の
編
集
後
記
に
あ
り
ま
す
。

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

日
野
市
民
の
皆
様
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
苦
し
い
市
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取
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む
ず
び
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
市
民
の
皆
様
か
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当
協
会
へ
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
へ
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

理
事
長
あ
い
さ
つ尾

崎 

義
昭
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収　
　

益

基本財産運用益 145,000円
事 業 収 益 22,917,725円
受 取 補 助 金 等 20,383,204円
受 取 寄 付 金 3,120円
雑 収 益 77円

経 常 収 益 計 43,449,126円

費
用

事 業 費 38,453,886円
管 理 費 4,996,079円

経 常 費 用 計 43,449,965円

収　
　

益

基本財産運用益 140,000円
事 業 収 益 22,909,000円
受 取 補 助 金 等 22,386,000円
受 取 寄 付 金 1,000円
雑 収 益 2,000円

経 常 収 益 計 45,438,000円

費
用

事 業 費 40,363,488円
管 理 費 5,074,512円

経 常 費 用 計 45,438,000円

令和３年度　決算令和３年度　決算 令和４年度　予算令和４年度　予算

　「事業計画書・予算書」「事業報告書・決算書」については、緑化協会ホームページをご覧いただくか、緑化協会事務所に備え付けてありま
すので、お気軽にお越しください。

　緑化協会職員が公園の落ち葉を利用して作った腐葉土は、基準に基
づき適正に出荷・販売しています。
　また（有機）乾燥肥料や（化成）固形肥料も販売していますので、
是非ご利用ください。

〈販売場所・時間〉	 緑化協会事務所：平日８：30～17：15
〈価　　　格〉	 腐 葉 土 …… （44ℓ）800円、（20ℓ）400円、（４ℓ）100円
　　　　　　  乾燥肥料 …… （400ｇ）100円
　　　　　　  固形肥料 …… （160ｇ）30円

＊配達については、ご相談ください。
＊数に限りがあるので、１回の購入には数量制限があります。ご理解とご協力をお願

いします。

　今年も４月～５月を強化月間として取り組んだ「緑の募
金」は、東京緑化推進委員会に納入して森林整備等の事業に
使用されるほか、一部は当協会にも還元されて、市内の花壇
に四季の花々を植付けるなど、多くの場面で役立っています。

令和４年度募金総額（９月末現在）

1,465,250円
皆さまの御協力ありがとうございました。

（順不同）

任期：令和４年６月16日～令和６年度定時評議員会終結時

任期：令和２年６月18日～令和６年度定時評議員会終結時

役 員 名 簿役 員 名 簿

理 事 長 尾　崎　義　昭

副理事長 国　分　知　子

常務理事 福　田　博　保

理　　事 志　村　進　一

理　　事 宗　　　昌　枝

理　　事 石　坂　昌　子

理　　事 坂　田　　　勉

理　　事 小　平　裕　明

監　　事 渡　辺　良　勝

監　　事 榎　本　数　隆

評 議 員 奥　住　日出男

評 議 員 橋　本　栄　萬

評 議 員 井　上　敏　夫

評 議 員 加　納　秀　一

評 議 員 奥　住　　　登

腐葉土・肥料　販売

緑 の 募 金緑 の 募 金
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令和４年度事業実績（その１）

令和４年度 今後の事業予定令和４年度 今後の事業予定
　地元の農家の方のご好意で分けていただいた温かみのある稲わらや、
市内の緑地で育った竹を使った、お正月用のミニ門松を作る講習会です。
　協会職員が丁寧に指導させていただきます。

開 催 日  令和４年12月16日（金）

　７月から８月に、日野の市花である菊の普及と、秋に開催
する菊花コンテストへ参加していただくため、一般市民、小
学校などの市内施設、老人クラブへ合計約6,000本の菊苗を
無料配布しました。
　また、配布に先立ち、日野市菊友会より講師を迎え、７
月22日（金）に大菊の育て方講習会、８月５日（金）には、
ポットマム・スプレー菊の育て方講習会を実施しました。

　日野緑進会より
講師を迎え、剪定
方法や病害虫対策
など、庭木の基本
的な管理方法を学
ぶ人気の講習会です。
　今年も10月７日（金）に実施しました。

　ご家庭で増え
すぎた植物をご
提供いただき、
愛好家の方へ配
布する人気のイ
ベントです。
　今年度は、37
名の方々に、約
177種　1,162点もご提供いただきました。
　また、４月23日（土）の配布当日には、腐葉土、
肥料の販売や、協会職員が植物の育て方などにお答
えする「花と緑の健康相談」も行いました。

　夏休み前の７月９日（土）に、昆虫にとても詳し
い先生方をお迎えし、虫採り道具の使い方のお話や、
昆虫の動画観賞、珍しい生きた昆虫の観察などを行
いました。その後、「神明野鳥の森公園」に昆虫の
観察・採集に出かけました。

　今年はいろ
いろな昆虫に
出会え、夏の
楽しい思い出
作りができま
した。

　テーマに合った作品であれば市内のどなたで
もご参加いただけます。

テーマ　①日野の四季　②わが家の緑
応募締切  令和４年12月23日（金）
展示期間：令和５年１月10日（火）～20日（金）
展示場所：日野市役所　市民ホール

　ステージ演目や模擬店があり、桜の時期の人
気のイベントです。

開催予定日

令和５年３月25日（土）～26日（日）
※広報ひの３月号掲載予定

中止した事業：ガーデニングコンテスト＆写真展（４月～５月）

菊の育て方講習会と菊苗の無料配布菊の育て方講習会と菊苗の無料配布 庭木の手入れ講習会庭木の手入れ講習会

緑のリサイクル緑のリサイクル 子ども昆虫教室子ども昆虫教室

稲わら・竹細工稲わら・竹細工
講習会講習会

緑の写真展緑の写真展

スプリングスプリング
フェスタフェスタ
ひのひの

緑化講習会緑化講習会

　知っているようで知らなかった目
からウロコの知識が満載です！

＊＊春の草花・家庭果樹の管理講習会春の草花・家庭果樹の管理講習会
開催予定日
令和５年２月３日（金）

※広報ひの１月号掲載予定

＊ガーデニング講習会＊ガーデニング講習会
開催予定日
令和５年３月３日（金）

※広報ひの２月号掲載予定
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菊菊花花ココンンテテスストト

令和４年度　配布苗菊花コンテスト受賞者一覧 （敬称略）

▲小学校の部　市長賞

▲老人クラブの部　市長賞

▲市民一般の部　市長賞（スプレー）

▲市民一般の部　市長賞（大菊）

賞　　名
市民一般の部

老人クラブの部 小学校の部
ポットマムの部 スプレー菊の部 大菊の部

日 野 市 長 賞 菊地　邦雄 前澤扶久子 菊地　邦雄 親和会 東光寺小学校

日 野 市 議 会 議 長 賞 前澤扶久子 菊地　邦雄 豊寿会 七生緑小学校

日 野 市 教 育 委 員 会	
教 育 長 賞 滝合小学校

(公 財 ) 日 野 市環境	
緑 化 協 会 理 事 長 賞 船木ます子 田中　　弘 吉井　勝三 桜の会 旭が丘小学校

日 野 市 老 人 ク ラ ブ	
連 合 会 会 長 賞 久和の美会

日野市菊友会会長賞 山鼻　茂子 河合美代子

東京南農業協同組合	
代 表 理 事 組 合 長 賞 田中　　弘 三田　晴通 茶の間会

令和４年度事業実績（その２）

応　募　総　数
⃝市民一般の部　29名 42鉢　⃝老人クラブの部　９団体 86鉢　⃝小学校の部　14校 140鉢

　日野市の花である「菊」の普及のため、緑化協会では菊花事業に取り組んでいます。中でも夏から本
格始動する「菊花コンテスト」は、一般市民を始め、小学校、老人クラブ、また後援団体のご協力のも
と、長い間実施してきました。
　今年度は、菊花コンテストの流れを少し詳しくご紹介させていただきます。

　10月下旬～11月上旬にかけて、出品作品を展示するためのテント設営を行います。丹精込めて育てていただいた菊
達の仮住まいです。強風で倒れないよう…来場してくださった方が見やすいよう…注意しながら設営します。飾り布
や看板を取り付けたら完了！次は今年度の出品作品の搬入を行います。車両での運搬時、折れやすい菊の枝に細心の
注意を払いながら運びました。

　11月４日（金）午前９時から、専門家による審査を行い11月
16日（水）まで展示しました。事務局は参加してくださった方々
が準備や植付けの頃からお話を伺い、大変なご努力をしてくだ
さっているのを承知しているので、ついつい審査に口を出してし
まいそうになりますが、公平を期すためじっと審査を見守ります。
　審査は、花の咲き具合、ピンチによって枝数が増えている
か、病害虫の有無などの項目による比較審査です。入賞された個人や団体には、事務局からお電話でお知らせしてい
ます。また、入賞作品には賞名プレートをつけて展示させていただきました。

　最終日の11月16日（水）午後３時より、下記のそれぞれの部門で入賞された方々に
ご出席いただき表彰式を行いました。賞状は、後援団体にご臨席いただき、感染症対
策に留意しながら直接お渡しさせていただきました。
　翌日には、まだまだ見頃の菊を全出品者の方々へお返ししました。
　今年度も多くの方々のご協力で、たくさんの菊を展示することができ、この場を借
りてお礼を申し上げます。

会場設営と出品鉢の搬入

審査～展示

表彰式

▲出品鉢搬入

▼審　査
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ガーデニングガーデニング
講座講座

 ～肥料の基礎知識編～ ～肥料の基礎知識編～

　今回は、肥料の基礎を学んでみましょう。なぜ肥料が必要なのでしょうか？
　自然界では落ち葉や枯れた植物、草食動物の糞、昆虫の死骸などが、微生物
の働きで分解され、再利用されるサイクルが確立されています。しかし、庭や
鉢では自然界のサイクルが断ち切られている状態であるため、養分を探しにい
けません。野生植物は少量の養分で生育しますが、
花や実を大きくしたり、増やすなどの品種改良さ
れた園芸植物は多量の養分を必要とします。長く
きれいに花が咲くように、肥料で養分を補ってあ
げましょう！！

肥料の種類

肥料の効き方

肥料の施し方

　植物に必要な養分（必須元素）は16種類。その必要な養分の中でも、土壌中で不足しやすく、しかも植物がもっとも必要
とするのは「窒素・リン酸・カリウム」で、「肥料の三要素」とも呼ばれています。
　必須元素の16種類は下記の13要素に炭素、酸素、水素を加えたものです。

　肥料の種類は有機肥料と無機肥料に大きく分類されます。さらに、目的や原料、形、効果が続く期間によって、種類は分かれ
ます。それぞれの特徴を知り、目的にあった肥料を選びましょう。

　肥料には肥効期間によっても３つの種類があり、それぞれ目的によって使い分けます。

⃝元
もと
　肥

ごえ
➡植物を定置する前後に施す肥料。土壌に均一に混合する、植付け後に土の表面にばらまき、すじまき又は局部的に置く
置肥があります。

⃝追
つい
　肥

ひ
➡栽培途中に、生育状態に応じて施す肥料。元肥同様、土壌の上から固形肥料を施す場合と液体肥料を施す場合があります。

⃝お礼
れい
肥
ごえ
➡植木、果樹などの永年作物に特有の肥料。お礼肥は果樹などの収穫後に施す追肥の一種です。樹体の消耗をおさえ、翌
年の生育に向けてエネルギーを与えます。

⃝寒
かん
　肥

ごえ
➡植木、果樹などの永年作物に特有の肥料。寒肥は暖かくなって生育が始まる前に施す肥料で、元肥の一種です。

元　　素 働　　き 欠乏症状

三要素

窒素 茎葉や根など育成させる糖分の吸収を促進。
同化作用の促進。

生育不良。葉が小さくなる。緑色が薄くなり、
葉が薄黄色になる。

リン酸 茎葉や根の伸長を助け、開花や結実を促進。 着花数が少なくなる。開花や結実が遅れる。
葉が小さくなる。根の伸長が悪くなる。

カリウム 葉、茎、根の発育促進。植物全体の生理作用
の調整。病気に対する抵抗力を強化する。

病害虫被害を受けやすくなったり、株が倒れやす
くなる。果実の外見や色が悪くなる。

中量要素
カルシウム 植物体を丈夫にする。 新しい葉の先や緑から黄色になり枯れる。
マグネシウム リン酸の吸収や植物体内の移動を助ける。 下葉の緑や葉脈の間が黄変する。
イオウ 根の発達や植物体内のいろいろな作用を助ける。 生育不良。古い葉が黄変する。

微量要素 鉄　亜鉛　マンガン　塩素
銅　モリブデン　ほう酸

活力剤。
※人間でいうとビタミンに相当する

葉の黄変、褐色、白色化、わん曲、変形する
等。

種　類 効き方 使い方
即効性肥料 一般の化成肥料や液体肥料等 すぐに効くが持続効果が短い 追肥として定期的に施す

緩効性肥料 化成肥料を樹脂などで覆ったり、錠剤や粒
剤のように固形化

施したときから効き始め、ゆっくり長く効果
持続する。 元肥にも追肥にも使える

遅効性肥料 主に有機質がベース 効き方が遅い 元肥として　　

種　　類 品目 ➡ 製法 ➡ 内容 特　　徴

有機質肥料
（原料が動植物由来）

①油かす ➡ 絞る ⇨ 窒素
②発酵油かす ➡ 発酵 ➡ ほぼ同量
③骨粉 ➡ 粉砕 ➡ リン酸
④鶏糞 ➡ 乾燥 ➡ リン酸・カリ
⑤草木灰 ➡ 燃やす ➡ カリ

分解してから吸収。効き方が遅い。
ゆっくり長く効果が続く。分解の過程で臭気を発生。微量要素を
含む。

無機質肥料（化学合成） 硫安・過燐酸石灰・硫酸カリ 手が汚れない。臭気がない。すぐに効果が出る。使用量がわかり
やすい。必要以上に多いと濃度障害。

石灰質肥料 石灰・消石灰・苦土石灰・有機石灰 酸度調整。アルカリにする。

肥料の基礎知識
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ぼ
く
が
日
野
市
に
く
ら
し
て
十
年
。

ぼ
く
は
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
に
気

が
つ
い
た
。
そ
れ
は
、
日
野
市
の
鳥
、

カ
ワ
セ
ミ
を
見
た
こ
と
が
な
い
こ
と

だ
。
調
べ
て
み
る
と
、
カ
ワ
セ
ミ
が

市
の
鳥
に
な
っ
た
の
は
昭
和
五
十
八

年
九
月
十
二
日
。「
鳥
の
宝
石
」
と

も
呼
ば
れ
る
ほ
ど
美
し
い
カ
ワ
セ
ミ

は
、
清
流
を
好
む
鳥
で
、
緑
と
清
流

の
ま
ち
を
目
指
す
日
野
を
象
徴
し
て

い
る
か
ら
選
ば
れ
た
の
だ
そ
う
だ
。

マ
ン
ホ
ー
ル
や
橋
に
も
カ
ワ
セ
ミ
が

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
て
、
建
物
の
名

前
に
も
カ
ワ
セ
ミ
が
つ
い
て
い
る
。

「
カ
ワ
セ
ミ
を
見
た
い
。」

ぼ
く
は
両
親
に
言
っ
た
。
す
る
と
、

両
親
も
カ
ワ
セ
ミ
を
見
た
こ
と
が
な

く
、
見
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
一
致

し
た
。
そ
う
し
て
、
ぼ
く
た
ち
の
カ

ワ
セ
ミ
探
検
隊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始

ま
っ
た
。

　

初
め
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
目

撃
情
報
を
集
め
た
。
そ
し
て
、
動
画

や
写
真
が
撮
ら
れ
た
場
所
に
行
っ
て

み
る
こ
と
に
し
た
。

　

一
日
目
。
百
草
園
駅
近
く
の
程
久

保
川
。
目
撃
情
報
が
多
く
、
期
待
大
。

コ
イ
や
ウ
グ
イ
な
ど
の
魚
が
た
く
さ

ん
い
た
。
魚
が
い
る
と
い
う
こ
と
は

エ
サ
が
多
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
カ

ワ
セ
ミ
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

二
日
目
。
栄
町
五
丁
目
の
谷
地
川
。

こ
の
川
に
は
カ
ル
ガ
モ
や
ム
ク
ド
リ

な
ど
の
鳥
が
い
た
。
カ
メ
や
コ
イ
も

い
た
。
た
く
さ
ん
の
ハ
グ
ロ
ト
ン
ボ

が
翅
を
休
め
て
い
た
。
そ
の
時
だ
。

「
い
た
ー
！
」

先
に
叫
ん
だ
の
は
、
お
父
さ
ん
だ
っ

た
。
そ
し
て
、
ぼ
く
も
、
お
母
さ
ん

も
、
み
ん
な
叫
ん
だ
。

「
い
た
！
」

な
が
め
て
い
た
水
面
を
、
青
い
光
を

放
っ
た
鳥
が
飛
ん
だ
。
ま
ち
が
い
な

い
。
カ
ワ
セ
ミ
だ
。

　

カ
ワ
セ
ミ
探
検
隊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
た
っ
た
二
日
で
目
的
を
達
成
し

た
。
幸
運
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
日
野

市
が
緑
と
清
流
の
ま
ち
を
目
指
す
目

標
を
継
続
す
る
た
め
に
環
境
を
整
え

て
く
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
っ
た
。

ま
た
会
い
に
行
こ
う
。
カ
ワ
セ
ミ
に
。

　

最
近
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
事
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
沢
山

あ
る
目
標
の
中
で
自
分
に
で
き
る
こ

と
は
な
ん
だ
ろ
う
と
よ
く
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
私
は
、
二
番
目
の

目
標
「
き
が
を
ゼ
ロ
に
」
に
興
味
を

も
ち
ま
し
た
。
二
千
五
十
年
ま
で
に

世
界
の
人
口
は
九
十
億
人
に
達
す
る

そ
う
で
、
食
料
を
現
在
の
二
倍
に
増

や
さ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
を
ど

う
す
る
か
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
今
は
人
が
生
き
て
い
く

た
め
に
必
要
な
た
ん
ぱ
く
質
を
ぶ
た

や
牛
な
ど
か
ら
取
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
ら
以
上
に
た
ん
ぱ
く
質
が
豊
富

に
含
ま
れ
て
い
る
虫
を
代
わ
り
に
食

べ
る
と
い
う
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
れ
を
両
親
に
話
し
た
と
こ
ろ
、

両
親
も
子
ど
も
の
こ
ろ
、
い
な
ご
を

食
べ
た
こ
と
が
あ
る
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
私
は
、
本
当
に
食
べ
ら
れ

る
虫
が
い
る
の
か
確
か
め
た
く
な
り
、

本
で
調
べ
て
か
ら
近
所
の
公
園
で
セ

ミ
の
幼
虫
を
採
っ
て
き
て
、
母
に
料

理
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
天
ぷ
ら
は
、

衣
で
姿
が
か
く
れ
て
い
た
の
で
食
べ

や
す
く
、
プ
リ
プ
リ
し
て
い
て
お
い

し
か
っ
た
で
す
。
か
ら
あ
げ
は
、
ほ

と
ん
ど
衣
が
つ
か
ず
、
姿
が
丸
見
え

で
食
べ
づ
ら
か
っ
た
け
れ
ど
お
い
し

か
っ
た
で
す
。

　

今
は
虫
を
食
べ
る
機
会
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
虫
は
効
率
良
く

た
ん
ぱ
く
質
を
と
る
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
存
在
で
す
。
日
野
は
昔
、
養

蚕
が
さ
か
ん
で
し
た
。
仲
田
の
森
蚕

糸
公
園
に
は
桑
ハ
ウ
ス
が
あ
り
、
日

野
・
八
王
子
か
ら
横
浜
ま
で
多
摩
の

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
が
あ
っ
た
こ
と
を
知

り
ま
し
た
。
ま
ゆ
か
ら
糸
を
取
っ
た

後
さ
な
ぎ
は
い
ら
な
く
な
る
の
で
、

昆
虫
食
と
し
て
か
い
こ
を
食
べ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
た
ん
ぱ
く
質
が
と
れ
、

糸
も
取
れ
、
ま
さ
に
一
石
二
鳥
で
す
。

　

日
野
市
に
か
い
こ
や
食
用
の
昆
虫

を
育
て
る
場
所
を
作
り
、
育
て
た
か

い
こ
や
昆
虫
を
学
校
の
給
食
で
食
べ
、

日
野
市
の
名
物
に
し
た
ら
良
い
の
で

は
と
思
い
ま
す
。

　

ぼ
く
ら
は

　
　

カ
ワ
セ
ミ
探
検
隊

日
野
第
五
小
学
校

四
年
二
組
　
志
賀
　
広
望

　

日
野
市
の
新
名
物

日
野
第
六
小
学
校

六
年
三
組
　
三
本
　
理
世

作
文
集

作
文
集

「
緑
の
ま
ち
」

「
緑
の
ま
ち
」

　

市
内
の
小
学
四
年
生
と
六
年
生
を
対
象
に
作
文
を
募
集
し 

二
、三
九
六
名
の
児
童
か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
中
か
ら
今
年
も
七
名
の
審
査
委
員
に
よ
り
入
選
作

一
一
二
編
が
選
ば
れ
、
カ
ッ
ト
五
九
作
品
と
共
に
作
文
集
を
発

行
し
ま
す
。
こ
こ
で
は
優
秀
賞
の
中
か
ら
三
作
品
と
審
査
委
員

長
の
講
評
を
掲
載
し
ま
す
。
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「
鳥
が
羽
ば
た
く
瞬
間
」「
鳥
が
え

さ
を
食
べ
る
瞬
間
」「
鳥
が
羽
を
休

め
る
瞬
間
」
そ
の
一
つ
一
つ
の
瞬
間

を
私
の
祖
父
は
写
真
に
お
さ
め
て
い

ま
す
。

　

私
の
祖
父
の
趣
味
は
、
写
真
を
撮

る
こ
と
で
す
。
い
つ
も
カ
メ
ラ
を
片

手
に
、
外
を
歩
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
瞬

間
を
写
真
に
お
さ
め
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
、
い
つ
も
「
美
し
い
日
野
の
風

景
」
で
す
。
私
は
幼
い
頃
か
ら
、
そ

の
写
真
を
祖
父
に
見
せ
て
も
ら
っ
て

き
ま
し
た
。

　

美
し
い
夕
日
と
き
れ
い
な
川
と
鳥
。

自
然
豊
か
な
森
の
中
の
木
に
と
ま
る

鳥
。

「
わ
ぁ
き
れ
い
。」

と
思
わ
ず
声
が
出
て
し
ま
う
こ
の
景

色
が
私
が
生
ま
れ
育
っ
た
日
野
の
景

色
で
あ
る
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

　

祖
父
に
聞
く
と
日
野
市
で
は
約

二
百
種
類
の
鳥
が
生
息
す
る
と
言
わ

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
し
か
し
祖
父

が
実
際
に
写
真
を
撮
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
現
在
百
二
十
四
種
類
。
す
ず

め
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
ヒ
ヨ
ド
リ
、

ム
ク
ド
リ
、
ア
オ
バ
ズ
ク
、
コ
ミ
ミ

ズ
ク
、
ハ
ヤ
ブ
サ
、
か
わ
せ
み
…
…
。

い
つ
も
出
会
え
る
鳥
も
い
れ
ば
、
な

か
な
か
出
会
う
こ
と
の
で
き
な
い
珍

し
い
鳥
も
い
る
そ
う
で
す
。

　

私
が
毎
日
通
っ
て
い
る
通
学
路

も
、
こ
の
六
年
間
で
、
少
し
ず
つ
自

然
が
減
り
、
道
路
や
住
宅
に
変
わ
っ

て
い
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
い
け
な

い
こ
と
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、
そ

こ
で
生
息
し
て
い
た
生
き
物
や
自
然

は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
と
、

ふ
と
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
人

間
が
住
み
や
す
い
町
が
優
先
さ
れ
て
、

鳥
な
ど
の
生
き
物
が
必
要
と
す
る
自

然
が
壊
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
間
と
自
然

が
ど
の
よ
う
に
共
存
し
て
い
け
る
か

考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。

　

思
わ
な
け
れ
ば
気
付
か
な
い
鳥
の

姿
や
鳴
き
声
。
し
か
し
意
識
す
る
と

き
れ
い
な
鳥
、
景
色
が
広
が
り
ま
す
。

当
た
り
前
で
は
な
い
自
然
に
気
付
く

こ
と
が
ま
ず
は
第
一
歩
な
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　

日
野
市
に
赴
任
を
し
て
か
ら
、

「
緑
の
ま
ち
」
の
作
文
集
に
携

わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ

う
し
て
再
び
審
査
員
と
し
て
日

野
の
子
ど
も
た
ち
の
作
文
が
読

め
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。

　

今
年
度
の
作
文
を
読
ん
で
い

て
、「
経
験
」
と
い
う
こ
と
が

い
か
に
子
ど
も
の
心
に
影
響
を

与
え
る
か
、
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

担
任
を
持
っ
て
い
る
ク
ラ
ス
の

子
に
し
て
も
そ
う
な
の
で
す
が
、

豊
か
な
経
験
を
す
る
と
、
そ
れ

だ
け
文
章
に
生
き
て
く
る
と
い

う
実
感
が
あ
り
ま
す
。

　

経
験
し
た
こ
と
を
文
章
に
書

く
、
と
い
う
行
為
は
、
振
り
返

り
に
当
た
る
行
為
と
考
え
ら
れ

経
験
を
振
り
返
る

審
査
委
員
長

日
野
第
四
小
学
校
　
岡
　
田
　
達
　
明

す
る
か
、
と
い
う
こ
と
も
自
然

が
与
え
て
く
れ
る
大
事
な
勉
強

だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
寄
せ
ら
れ
た
作
文
に
も
、

く
ず
野
菜
を
育
て
て
み
た
と
い

う
子
や
、
親
子
で
ラ
ン
ニ
ン
グ

を
す
る
こ
と
で
川
の
様
子
が
分

か
っ
た
と
い
う
子
。
自
然
を
守

る
活
動
を
行
っ
て
い
る
子
。
い

き
い
き
と
自
分
た
ち
の
経
験
を

振
り
返
っ
て
い
て
、
姿
が
目
に

浮
か
ぶ
よ
う
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
「
緑
の
ま

ち
」
が
続
い
て
い
き
、
少
し
で

も
多
く
の
子
に
と
っ
て
、
や
っ

て
良
か
っ
た
と
勇
気
づ
け
ら
れ

る
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
す
。
文
章
に
書
く
こ
と
で
、

よ
り
そ
の
子
に
と
っ
て
の
経
験

は
深
ま
っ
て
い
き
、
そ
の
後
の

経
験
に
も
生
か
す
こ
と
の
で
き

る
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と

思
い
ま
す
。

　

何
か
生
き
物
を
飼
っ
た
り
、

何
か
を
育
て
た
り
す
る
と
、
す

べ
て
が
計
画
通
り
に
行
く
、
と

い
う
こ
と
は
な
く
、
失
敗
す
る

こ
と
や
、
ど
う
し
て
こ
う
な
る

の
だ
ろ
う
と
、
不
思
議
に
思
う

こ
と
が
出
て
く
る
は
ず
で
す
。

そ
の
と
き
に
ど
う
す
る
か
、
何

を
感
じ
る
か
と
い
う
こ
と
が
そ

の
子
の
心
を
育
ん
で
く
れ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
計
画
や
予
定

を
立
て
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
大

切
な
の
で
す
が
、
目
の
前
で
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
に
ど
う
対
処

　
　

第
一
歩

日
野
第
七
小
学
校

六
年
二
組
　
岩
井
　
遥
果
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市民ボランティア募集中！市民ボランティア募集中！
お花に興味がある方、
日野市内の公園等の

植付けにご協力頂けませんか？

☎ 585-4740

　緑化協会では季節ごとに公園や駅など
沢山の公共施設の花壇やプランターにお
花を植付けしています。植付けや水やり、
草取りをお手伝いして下さる方をお待ち
しております。花卉は緑化協会で支給し
ます。植付け場所や時期などお気軽にご
相談ください！！

　表紙を飾る「白多摩・黄多摩」は、東京都農業試験場の故橋本貞夫先生が改
良したもので、1964年開催の東京オリンピックの聖火台やマラソンコースの沿道を、
また1978年日中国交正常化の会場を菊の花で華やかに飾りました。
　このように日本の歴史的イベントを彩ってきた「白多摩黄多摩」ですが、現在で
はこの「白多摩黄多摩」を継承して栽培・普及させているのは日野市環境緑化協会
だけであり貴重な品種となっています。（東京都農林総合研究センターも少量栽培）
　環境緑化協会では「白多摩黄多摩」を後世に引き継いでいくために毎年、育苗
から栽培し、市内小中学校や各公共施設に展示しています。10月中旬頃には、鮮
やかに白と黄色の花を咲かせてみなさんに楽しんでいただけたと思います。 【H・F】

編編 後後集集 記記

公公  

紹紹

介介

園園

　８月下旬～９月初旬の残暑の中、２つの愛護会を取材させていただきました。毎年、公園愛護会の皆さまの笑顔にお
会いするのがとても楽しみな私です。「地域のために！人のために！」と惜しみなくボランティア活動に携わってくだ
さる皆さんは、地域貢献の意識が高く、エネルギッシュで素敵だなと思います。日野市の環境維持・向上のために、少
しずつではありますが、皆さんに近づけるようにと私自身も頑張りたいと思っています。
　2019年12月初旬に発生した新型コロナ感染症が大流行し、人に会うことが難しくなりました。コロナ社会により、人
と人とのつながりの大切さを身に染みて感じるようになりました。取材の中で、月２回の清掃の場が人に会う良い機会
になり、重要な役目を果たしてくれていると教えてくださいました。コロナの終束にはまだまだ時間がかかりそうです
ので、コロナと上手く付き合いながら、充実した楽しい毎日を過ごしたいですね！！

取  材  日  記

　都営日野平山アパート、
平山中学校の並びにある公

園です。すぐそばを京王線が
走っているので、電車を見なが

ら遊具で遊ぶことができる電車好
きのお子さまにはワクワクする遊び

場ではないでしょうか。この公園は、
社会福祉法人の生活支援員とその利用

者５～６人の方々が清掃してくださって
います。皆さん、公園周りの落ち葉掃きか

ら、集めた落葉や藤棚剪定した枝を袋に入れ
たり、草を引き抜いたりと熱心に清掃活動に取

り組んでいる姿がとても印象的で素敵でした。清
掃中に、保育園の子ども達が遊びにくるよ！って

お話を聞きました。一生懸命きれいに清掃してくだ
さっている公園には、きっと沢山の人が集い、良い雰

囲気が生まれるの
だと思います。下耕

地公園他、日野市内の
４つの公園も担当してい

ただき、本当にありがとう
ございます。

　令和元年（2019年）７月に
リニューアルオープンした広
場が中心の開放的な公園で
す。日野自動車（株）の西側
に位置し、最寄り駅はJR中央線 豊田駅（徒歩20分）JR
八高線　北八王子駅（徒歩17分）で、日野市民だけで
なく、様々な地域の方に利用されています。ブラン
コや末広がりの滑り台などの複合遊具で遊ぶ家族
連れや外周ウオーキングや健康遊具を楽しむお
年寄りまで幅広い世代の方々が楽しむことが
できます。この公園を長年清掃してくださっ
ているのは日野台４丁目と５丁目の自治
会の皆さんです。月２回の活動日にはお
子様から年配の方々まで45人位参加さ
れ、開始の合図と同時に速やかに各
持ち場にいき、黙々と熱心に作業
されていました。「自治会の公園
は自分達できれいにしよう！」
という理念に基づいた地元愛
がこの先も自然と育まれて
いくのでしょうね。

日野台公園日野台公園 下耕地公園下耕地公園

8


